
令和５年度 教育委員会 経営方針                

 

令和６年３月 

教育部長 垣谷 敏数 

１ 部・室の基本方針 

（１）部の組織目標 
（２）「まちづくり構想 福知山」で掲げる政策・施策の実現、及び行政改革大綱 2022-2026 

の取組推進に向けた部内の運営方針 

「人材の育つまち」「教育を尊ぶ気風のあるまち」の実現に向けて 

 

① 時代の流れに的確に対応する教育行政の推進 

 

② 本市の教育目標（３ための教育）の達成 

 

③ 次代を担う職員の人材育成 

●「まちづくり構想 福知山」（基本政策４） 

市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち 

 政策目標４−１ 子どもたちの成長を育む多様な学びの場の充実 

施策① 地域総ぐるみの教育の場づくりの推進 

施策② 子どもの学びと成長の土台づくり 

施策③ 豊かな人間性を育む教育の実践 

 政策目標４−２ それぞれの人に適した、生涯を通じた学びの場づくり 

施策① 生涯にわたり学び続けられる機会の充実 

施策② 公民館や図書館を生かした学びの場づくり 

施策③ 高校生など若者の学びへの支援 

 

●行政改革大綱２０２２－２０２６ 

「 基本方針２ ＤＸの推進とＩＣＴを徹底活用した業務運営の早期 実用化 」 

行政手続の徹底的なオンライン化 他 

 

個別計画 福知山市教育大綱、福知山市立学校教育内容充実推進プラン（『響』プラン・Ｆ）、第３

次福知山市子どもの読書活動推進計画の推進 

 

福知山市の未来を担う人材の育成＝教育を通じて福知山市の未来を創る、という大きな使命を果

たしていくため、様々な環境変化に的確に対応しつつ、子どもたちが、健やかに学び、成長できる

環境づくりと、市民が希望を持って豊かで幸せな人生を送ることができる地域社会づくりを教育行

政の立場から推進する。 

教育目標(自分のために 人のために 社会のために 共に幸せを生きる人材の育成)の実現に向

けて、「福知山市学校教育の重点」や「福知山市社会教育の重点」の重点項目に基づく施策を展開

し、学校教育と社会教育が連携して、“知性を磨き、徳性を高め、健全で自立した人格を育み、併せ

て人々 の幸福と社会の発展に寄与する行動力を兼ね備えた、新しい時代を切り拓く人材の育成”

に努める。 

また、部内の自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進を進める。 

 

 

  



２ 令和５年度の重点目標 

No 重点目標 
現状認識（重点目標の背景にある 

現状と課題、社会の動向など） 
取組内容及び成果指標 達成状況（年度末評価） 

達成

度 

1 

「教育のまち 福知山」の定着 

「まちづくり構想 福知山」、

「新教育大綱」の推進 

 

［令和６年３月末までに］ 

市長部局と教育委員会が相互に連携

し、家庭や地域などの教育に関わる全

ての関係者と協力した更なる質の高い

教育の実現が求められている。 

【取組内容】 

各所属で実施計画を立て部内で連携を密にして、

目標の着実な推進に取り組む。 

 

【成果指標】 

「まちづくり構想 福知山」、「新教育大綱」の施行

を受け、「学校教育の重点」、「社会教育の重点」を

着実に推進し、「教育のまち 福知山」の深化・定

着を図る。 

目標通りに達成 

「まちづくり構想 福知山」、「新教育

大綱」の取組を着実に推進し、「教育

のまち 福知山」の深化・定着を図っ

た。 

Ｃ 

2 

「学校教育の重点」の推進 

 

・ＩＣＴ教育の推進 

・響きプランＦ（心の充実・ま

なびの充実）施策の展開 

 

 

［令和６年３月末までに］ 

〇１人１台のタブレットを活用した子

どもの適性に合った授業改善、家庭学

習、指導支援の充実 

〇子どもの可能性を伸ばす教育の充実

（可能性、普遍性、地域性、時代性）

と基礎学力定着 

〇すべての子どもたちの個性を尊重

し、多様な学びと社会的自立を支援 

〇発達に課題のある幼児・児童・生徒

に対する指導の充実 

〇特別支援教育の視点を生かした授

業・学校づくりを推進 

〇保・幼・認定こども園 ・小・中・

高・大連携の教育推進 

〇教職員の働き方改革の推進 

【取組内容】 

各所属で業務工程を共有し進行管理を行うととも

に、部内・庁内とも連携を密にして、目標達成に

向け取り組む。 

 

【成果指標】 

学校教育内容充実推進プラン『響』プランＦ及び

令和５年度「学校教育の重点」に定める各項目に

基づく業務の推進等 

・ＧＩＧＡスクール構想の推進 

・教職員の働き方改革の推進 

・学校給食の公会計化の推進  

目標通りに達成 

学校教育内容充実推進プラン『響』プ

ランＦ及び令和５年度「学校教育の重

点」に定める各項目に基づく業務の推

進を行った。 

段階的に拡充している水泳授業の外部

委託化、公会計化確立後１年目の学校

給食費の公会計化の推進は計画通り。 

 

Ｃ 

3 

「社会教育の重点」の推進 

 

・公民館活動 

・図書館サービス 

・人権学習活動 

・家族だんらんの日 

・地域学校協働活動 

・地域未来塾 

 

［令和６年３月末までに］ 

〇年齢・性別・障害の有無などを問わ

ず、生涯にわたってその人にあった学

びができる環境の整備 

〇高度な知見を有する福知山公立大学

の生涯学習講座への参加者の拡大 

〇主体的な学習活動の成果を地域活動

や企業活動などに生かせる機会の創出 

【取組内容】 

各所属で業務工程を共有し進行管理を行うととも

に、部内・庁内とも連携を密にして、目標達成に

向け取り組む。 

 

【成果指標】 

令和５年度「社会教育の重点」に定める各項目に

基づく業務の推進等 

・公共施設マネジメント推進計画の推進 

・子ども読書活動推進計画の推進 

目標通りに達成 

令和５年度「社会教育の重点」に定め

る各項目に基づく業務の推進を行っ

た。 

地域公民館の整備は予定通りに実施。 

Ｃ 

4 

・学校給食の公会計化の推進 

・学校施設の環境改善の推進 

 

〇学校給食費の徴収等が教職員の負担

になっており、教員が担うべき業務に

専念できる環境が確保できにくい。 

【取組内容】 

小中学校及び関係課と連携を図り、計画・工程に

沿った事業実施 

目標通りに達成 

公会計化の施行により教職員の働き方

改革を推進するとともに、学校施設長

Ｃ 



［令和６年３月末までに］ 〇教育環境が十分に整備されておらず

更なる改善を図る必要がある。 

【成果指標】 

公会計化の施行により教職員の働き方改革を推進

するとともに、学校施設長寿命化計画に基づき、

学校施設の最適化により、ソフトハード両面から

教育環境を整備する。 

 

寿命化計画に基づき、学校施設の最適

化により、ソフトハード両面から教育

環境を整備した。 

5 

大型ハード整備事業の工程に即

した設計・工事の推進 

 

［令和６年３月末までに］ 

〇学校施設長寿命化計画等に基づいた

整備 

〇地域住民の学び・集い・交流の場及

び地域の情報拠点としての地域公民

館・図書館の環境整備 

【取組内容】 

関係課・関係者と連携を図り、計画・工程に沿っ

た事業実施 

 

【成果指標】 

学校教育施設改修（小中学校の長寿命化・便所改

修・ＬＥＤ化・エアコン設置等）と社会教育施設

改修（地域公民館の長寿命化工事・桃映地域公民

館の新設・図書館三和分館の移転リニューアル）。 

 

目標通りに達成 

学校教育施設改修、社会教育施設改

修、図書館三和分館の移転改修等を工

程どおりに年度内に完了。遷喬放課後

児童クラブ棟新設のみ６月完成に工期

延長。南稜中学校北校舎内外装改修、

六人部地域公民館、体育館長寿命化改

修については、予定どおり継続費工事

として実施。 

Ｃ 

 

【達成度】 

区分 達成の度合 定量的な判断基準 定性的な判断基準 

Ａ 目標を著しく上回る成果をもって達成 達成水準に対して 150％以上の成果 期待を大幅に上回る成果 

Ｂ 目標を上回る達成 達成水準に対して 110％以上の成果 期待以上の成果を挙げた 

Ｃ 目標通りに達成 達成水準通り（100％）の成果 ほぼ期待通りの成果を挙げた 

Ｄ 目標を未達成 
達成水準に対して 100％未満 

複数の成果目標に対して一部未達成 
期待通りの成果に至らなかった 

Ｅ 目標を著しく未達成 達成水準に対して 50％未満 期待を大幅に下回る結果 

 

３ 所管部署が関与する庁内推進組織 

推進組織の名称 役割等 所管事項（概要） 令和５年度取組内容 進捗状況（事務局課のみ記載） 

施策推進調整会議 
事務局 

（教育総務課） 

「教育のまち 福知山」の定着 

「まちづくり構想 福知山」 

「新教育大綱」の推進 

「まちづくり構想 福知山」の成果指標の着実な推

進と教育委員会内の懸案事項等の早期改善 
目標通りに達成 

 

  



令和５年度 教育委員会 経営方針                

 

令和６年３月 

教育委員会事務局理事 足立 高広 

１ 部・室の基本方針 

（１）部の組織目標 
（２）「まちづくり構想 福知山」で掲げる基本政策・施策の実現、及び行政改革大綱 2022-2026 

の取組推進に向けた部内の運営方針 

「人材の育つまち」「教育を尊ぶ気風のあるまち」の実現に向けて 

 

① 時代の流れに的確に対応する教育行政の推進 

 

② 本市の教育目標（３ための教育）の達成 

 

③ 次代を担う職員の人材育成 

●「まちづくり構想 福知山」（基本政策４） 

市民一人ひとりが、いつからでも何歳でも、自分らしく学びを深められるまち 

 政策目標４−１ 子どもたちの成長を育む多様な学びの場の充実 

施策① 地域総ぐるみの教育の場づくりの推進 

施策② 子どもの学びと成長の土台づくり 

施策③ 豊かな人間性を育む教育の実践 

 政策目標４−２ それぞれの人に適した、生涯を通じた学びの場づくり 

施策① 生涯にわたり学び続けられる機会の充実 

施策② 公民館や図書館を生かした学びの場づくり 

施策③ 高校生など若者の学びへの支援 

 

●行政改革大綱２０２２－２０２６ 

「 基本方針２ ＤＸの推進とＩＣＴを徹底活用した業務運営の早期 実用化 」 

行政手続の徹底的なオンライン化 他 

 

個別計画 福知山市教育大綱、福知山市立学校教育内容充実推進プラン（『響』プラン・Ｆ）、第３

次福知山市子どもの読書活動推進計画の推進 

 

福知山市の未来を担う人材の育成＝教育を通じて福知山市の未来を創る、という大きな使命を果

たしていくため、様々な環境変化に的確に対応しつつ、子どもたちが、健やかに学び、成長できる

環境づくりと、市民が希望を持って豊かで幸せな人生を送ることができる地域社会づくりを教育行

政の立場から推進する。 

教育目標(自分のために 人のために 社会のために 共に幸せを生きる人材の育成)の実現に向

けて、「福知山市学校教育の重点」や「福知山市社会教育の重点」の重点項目に基づく施策を展開

し、学校教育と社会教育が連携して、“知性を磨き、徳性を高め、健全で自立した人格を育み、併せ

て人々 の幸福と社会の発展に寄与する行動力を兼ね備えた、新しい時代を切り拓く人材の育成”

に努める。 

また、部内の自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進を進める。 

 

 

 

 



 

２ 令和５年度の重点目標 

No 重点目標 
現状認識（重点目標の背景にある 

現状と課題、社会の動向など） 
取組内容及び成果指標 達成状況（年度末評価） 

達成 

度 

1 

響プランＦ（心の充実・まなび

の充実）施策を展開し、「なりた

い自分になる」を合言葉に、確

かな学力と社会を生きる力を育

成する。 

 

［令和６年３月末までに］ 

目まぐるしく変化する現代社会にお

いては、基礎的・基本的な知識技能の

習得に加え、思考力・判断力・表現力

等の育成や学習意欲の向上、多様な人

間関係を結んでいく力など、社会を豊

かに生き抜く力が必要となっている。 

【取組内容】 

「心の充実・まなびの充実」に関連するそ

れぞれの事業を学校と連携しながら効果的な

取組になるよう、計画的に実施する。 

 

【成果目標】 

何事にも意欲的に取り組め、豊かな心とあ

らゆる可能性を育成し、認知・非認知能力が

向上する。 

目標通りに達成 

「心の充実・まなびの充実」に関連する事

業をすべて実施、教職員への研修を校長会

と連携し実施。 

Ｃ 

2 

IＣＴ環境を効果的に活用した本

市ならではの特色あるＩＣＴ教

育を推進するとともに、従来の

教育方法の良さを融合させた

「デジアナ教育」を推進する。 

 

［令和６年３月末までに］ 

１人１台のタブレットを活用し、授

業改善、家庭学習の充実、教師の指導

力の向上、児童生徒への効果的な支援

が求められているとともに、情報モラ

ル教育や情報活用能力が求められてい

る。 

 

【取組内容】 

学校訪問等を積極的に活用して状況を把握

するとともに、先進的な実践を広めていく。

公立大学との連携を図る。 

 

【成果目標】 

教職員研修の充実と学力向上へ効果的に活

用する。 

目標通りに達成・推進 

公立大学との連携のもと、ラーニングイノ

ベーション・プロジェクト等を推進し、学

校へのフィードバックを実施。 

学校情報化認定の優良校を増加し、ＩＣＴ

環境がソフト面・ハード面ともさらに充

実。 

Ｃ 

3 

積極的な生徒指導・人権教育や

特別支援教育の取組を推進す

る。 

 

［令和６年３月末までに］ 

社会が複雑化する中、不登校児童生

徒数が増加しており、その課題解決の

ためには、人権尊重の精神、積極的な

生徒指導、子どものニーズに応じた教

育支援など、誰ひとり取り残さず、児

童生徒が社会的に自立する力を育む必

要がある。 

【取組内容】 

教育相談係をセンターに学校との連携をよ

り密にし、不登校児童生徒への支援や特別支

援教育の充実を図る。小学校での通級の巡回

指導を定着させる。教職員人権意識調査を効

果的に活用する。 

 

【成果目標】 

いじめ・生徒指導上の課題の解決を学校と

連携して行い、いじめの重大事態にならない

ようにする。小学校での通級指導をより一層

充実する。教職員の人権意識を高める。「福知

山市型多様な学びアクションプラン」により

多様な学びを実現する。 

目標通りに達成 

誰一人取り残さず、子どもたちが社会的に

自立する力を身に付けることができるよ

う、事業を実施。特に不登校支援、特別支

援教育の通級指導の体制づくり等を推進。 

人権学習副読本の改定、教職員の人権研修

事例集の活用等、特色ある教育を推進。 

Ｃ 

4 

教職員の服務規律・ハラスメン

ト防止を徹底するとともに、教

職員の働き方改革を更に進め、

在校等時間の削減を進める。 

教職員として倫理観や規範意識に対

する考え方の甘さを指摘されることが

あり、一層の自覚が求められている。

【取組内容】 

校（園）長会議での指示と、定期的な訪問

で学校現場の状況を点検・確認する。在校等

目標通りに達成 

校長と情報共有を積極的に行い、教職員の

服務規律の確保やハラスメントの防止に対

する意識を高揚。 

Ｃ 



 

［令和６年３月末までに］ 

職場環境の改善をさらに進める必要が

ある。 

時間の集計報告を精査しながら適宜指導す

る。 

 

【成果目標】 

府教委の懲戒処分となる案件を発生させな

い。月４５時間以下の在校等時間の職員を、

全体の６５％以上とする。 

月４５時間以下の在校等時間の職員、６

５％以上を達成。 

5 

人事異動を通じて、組織の活性

化を進めるとともに、中核とな

る教員の人材育成を行う。 

 

［令和６年３月末までに］ 

学校におけるＯＪＴや学校管理職の

現状と課題を踏まえたうえで、人材育

成の推進体制を確立していく必要があ

る。 

【取組内容】 

学校訪問等で校長との丁寧なヒアリングを

積み重ね、課題解決につながる人事異動を行

う。管理職候補者研修を通じて参加者の資質

向上を図る。 

 

【成果目標】 

積極的異動対象者（特に新規採用から同一

校勤務者）の異動率を７０％とする。また、

管理職候補者研修を通じて、中核教員の育成

を計画的に進め、管理職名簿登載率９０％以

上をめざす。 

目標通りに達成 

校長会と連携した管理職研修やミドルリー

ダー研修、指導主事による教職員の階層ごと

の人権教育研修や教職員資質向上事業等を

実施。 

活性化とスキルアップを図る人事異動の実

施。 

Ｃ 

 

 

【達成度】 

区分 達成の度合 定量的な判断基準 定性的な判断基準 

Ａ 目標を著しく上回る成果をもって達成 達成水準に対して 150％以上の成果 期待を大幅に上回る成果 

Ｂ 目標を上回る達成 達成水準に対して 110％以上の成果 期待以上の成果を挙げた 

Ｃ 目標通りに達成 達成水準通り（100％）の成果 ほぼ期待通りの成果を挙げた 

Ｄ 目標を未達成 
達成水準に対して 100％未満 

複数の成果目標に対して一部未達成 
期待通りの成果に至らなかった 

Ｅ 目標を著しく未達成 達成水準に対して 50％未満 期待を大幅に下回る結果 

 

３ 所管部署が関与する庁内推進組織 

推進組織の名称 役割等 所管事項（概要） 令和 5年度取組内容 進捗状況（事務局課のみ記載） 

施策推進調整会議 
事務局 

（教育総務課） 

「教育のまち 福知山」の定着 

「まちづくり構想 福知山」

「新教育大綱」の推進 

「まちづくり構想 福知山」の成果指標の着実な推進と教

育委員会内の懸案事項等の早期改善 
目標どおりに達成 

 

 


